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1.はじめに

福岡県朝倉郡東峰村は、44軒の小石原焼窯元があり、

独特な窯業地の文化的景観を形成している。ここでは

店頭販売の割合が高いために、訪問客の増加に関心を

もつ窯元が多い 1)。このため窯元らは観光資源でもあ

る景観を重要視している。 

2017年 7 月に、この地域は九州北部豪雨による被害

を受けた。一早い復旧が実施される一方で、文化的景

観として、今後、地域の基本的な意向を尊重しながら、

景観の丁寧な復旧・整備が課題となるであろう。 

本研究は、平成 29年 7月九州北部豪雨による、小石

原焼窯元施設の被害状況を調べる。また、被災後の被

災地に対する関心の動向を追跡する。こうして小石原

焼の里の文化的景観についての、今後の保全に役立つ

知見を得ることを試みたい。 

 

2.研究方法 

(1)対象地域 

 

図-1 対象地域と窯元の位置の概要（国土地理院より） 

福岡県の中南部に位置する東峰村は、面積が 51.97

㎢、人口 2,204人（2017年 5月）で大分県の日田市と

隣接している。東峰村の小石原地区は 17世紀末から続

く焼物の産地であり、1960～70年代に、民芸ブームで

拡大路線を選んだ。このとき当初の 10 軒から現在の

44 軒まで、窯元が増加したのである。売り上げの多く

は店頭販売によるもので、集客のため観光に力を入れ

てもいる 1)。 

（2）調査 

被災後の７月 9 日と 13 日に、各窯元を訪れ、平成

29年 7月の九州北部豪雨による被災状況をヒアリング

調査した。また、2017年 7～11月の全国紙ならびに西

日本新聞の報道内容をすべて調べ、それぞれテーマ別

に分け、時系列にそって検討した。 

 

3.結果と考察 

(1) 被害状況 

表-1ヒアリング調査のまとめ*) 

 

*)黄色：皿山地区,赤：鼓地区,黒：国道 212号沿い 

表-1 はヒアリング調査で東峰村の窯元の 44 軒のう

ち、被害のあった窯元の 20軒の被災状況をまとめたも

のである。このうち 15軒が浸水被害を受けている。ま

た、とくに大きな被害である「倒壊」が発生したのは

7 軒であり、そのうち 4 軒は鼓地区である。一方、18

世紀から小石原焼が 9 軒の窯元で長く受け継がれて来

た皿山地区（現在は 13軒）では、1軒のみである。 

ヒアリングの意見としては、2階で昼寝をしていた

工場の 1 階が、目がさめると一気に土砂で押し流され

浸水 倒壊 店舗 工房 家屋 商品の損壊 その他の被害 営業再開のめど

HＳ窯 × × × × × ×
裏山から土砂流出，雨

漏り
○

YＮ窯 × × × × × ×
裏山からの土砂流出，

一部家の中に
○

MＲ窯 ○ × × × × × 駐車場に土砂流入 ○
KＭ窯 ○ × × × × × なし ○

KＷ窯 × ○ × × ○ ×
裏山からの土砂流出，

一部家の中に
○

OＫ窯 ○ × × × × × × ○
HＺ窯 ○ × × × × × × ○
ＩＭ窯 ○ × × × × × × ○
OＭ窯 × ○ × × ○ × 裏山の土砂流出 ○
TＲ窯 × ○ × ○ ○ × × ○
KＲ窯 ○ × × × × × × ○

ＤＳ窯 ○ × × × × ×
土砂の流出，家の中に
(台所が壊れた）

○

ＴＴ窯 ○ × × × × × × ○

ＳＨ窯 ○ × × × × ×
（店舗と工場に土砂が

流入）
×

YＳ窯 ○ × × × × × × ×
ＯＵ窯 ○ × ○ ○ × × × ○
MＴ窯 ○ × × × × × × ○
HＲ窯 ○ ○ ○ ○ ○ × × ○
TＫ家 × ○ × × × × 駐車場に土砂流 ×
KＳ窯 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
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たというものや、流倒木が家屋に入り込む恐怖など、

生々しいものであった。また店舗や工場の清掃と洗浄

のためのボランティアが欲しいという意見が複数件見

られた。 

(2) 小石原焼の里の被害と復旧  

  

図-2マスコミの報道回数と facebook のコメント数 

 

表-2 マスコミと facebook の被害と復旧の変遷 

 

図-2に各新聞社の報道回数と facebook のコメント

数の、月ごとの件数を示す。新聞報道の件数を見ると、

被害発生直後は多いものの、その後急激に減少してい

ることが分かる。facebookのコメント数も同様である。

その内容は被災発生時の 7月においては、被災状況や

被災した人たちが無料で利用できる入浴施設などに関

するものが特徴的であった。その後、復興支援運動の

具体的内容が徐々に増加した。一方、新聞の７月の被

害と復旧の特徴は、電話やインターネットが使えない

ことや、断水、被災者の人数、自衛隊による捜索活動

のことなどであった。 

8 月になると、仮設住宅の設立のことや避難してい

る人達の心情などについて書かれている記事が見られ

るようになり、９月は、被害総額や被害件数などにつ

いての記事が目立った。 

10 月、11 月になると被災地の人に対しての支援運動

や民陶祭などについての取り組みなどが中心となった

記事が多く見られた。なお民陶祭には、例年より圧倒

的に多い約 13万人もの人々が訪れた。 

このようにマスコミのトピックスが最初は被災状況

についてのことから、仮設住宅など被災地域の人たち

の状況へと変わり、被災地へのボランティアや民陶祭、

被害総額のことのへと移り変わっていくことが分かる。 

 

4.おわりに 

本研究は、小石原焼の里である東峰村の 2017 年九州

北部豪雨による被災・復旧状況を調査・分析し、今後

の小石原焼の里の文化的景観の保全についての課題を

把握した。 

被災にあったにもかかわらず、民陶祭には例年より

も多い約 13 万人もの人が集まった。被災地の窯元らの

「民陶祭を目標にやってきた」や「来てくれたお客様

に元気な姿を見せたい」などといった声も報道された。

観光が復興に与える重要な役割が理解される。 

しかし、民陶祭がありたくさんの観光客が集まった

からといって、まだ復興したわけではない。今でもＴ

Ｋ窯のように、唐臼や登り窯を使う伝統工法を維持し

ている窯元の復興は難しく、これからも支援が必要で

ある。とくにマスコミの扱いが減少し、世間の関心が

薄れる中、文化的景観についての中長期的な支援の体

制が重要と考えられる。 
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月/テーマ 被害状況 支援活動 主な報道

電話やインターネットが利用できない状況停電が続き、
断水している。

入浴無料施設や避難所一覧などの情報提供

停電が続き、断水している。 豪雨被災東峰の小石原焼を支援へ福岡で販売

九州豪雨、死者３５人 朝倉と東峰村に訪れたボランティア延べ2万人超え

東峰村でも孤立者がゼロになった 「ふるさとチョイス」は返礼品のない寄付東峰村約２千万円

住宅の全半壊は両県で計７７５棟 大川から食器棚２２台と寝ゴザ２２枚が贈られた

被災地の流木は少なくとも計２０万トン 被災した窯元が使用できる共同窯をつくる

被災者向け仮設住宅の入居が始まる 「インスタ映え」新たな支援の形、豪雨被災地の魅力発信

東峰村の小中一貫校、東峰学園で２学期が始まった 豪雨被災地で役立てて、中学生が消臭チップ袋詰め

東峰村では８月中旬から仮設住宅への入居が始まり計５
６戸で１２６人が暮らす

国史跡の三連水車をデザインしたタオルを作った

農地や道路、河川、商工業などの被害額は

福岡県が１９４１億円
東峰村の仮設住宅や避難所など計８施設で約２５０枚を配った

福岡、大分両県で３７人が亡くなり４人が行方不明 九州北部豪雨で被災した窯元が使う共同のガス窯が完成

福岡県東峰村の仮設住宅には２０７人が入居 「民陶むら祭」が開かれる

約５０軒の窯元の半数以上が被災 天皇、皇后両陛下がお見舞いに訪れた。

道路規制の解除

11月
春日市の日本茶専門店「お茶の星陽園」で３０日、和菓子と日本
茶を楽しむイベントが開かれる。

8月

9月

10月

7月 被災状況や捜索活動

仮設住宅の設立

被害総額や被害件数

民陶祭や支援活動
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